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横浜市 感染性胃腸炎の発生状況 

 

 

 

 

※定点・・定期的に患者発生状況を報告していただいている医療機関（市内約 90 か所）を定点医療機関

といい、そこから報告された1週間分の患者数の平均値が定点あたり報告数です。 

感染性胃腸炎患者発生状況（感染症発生動向調査） 

市全体における第43週（10月 24日～30日）の定点あたりの報告数は7.09 と増加しており、例年より

早く増加傾向にあります（警報発令基準値：定点あたり 20.00）。 

 

ノロウイルス感染の予防方法 

u 予防には、トイレの後・調理前・食事前の石けんによる手洗い、便や吐物の適切な処理と消毒、食
品の十分な加熱が重要です。ノロウイルスの消毒には次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が有効で

す。 

○嘔吐物の処理、消毒方法と次亜塩素酸ナトリウム消毒薬の作り方 

u 患者さんの便や吐物を処理する時は、使い捨て手袋、マスク、エプロンを着用し、処理後は石けん
と流水でしっかりと手を洗いましょう。また、吐物の処理に際してノロウイルスが空気中に浮遊する

危険があるため、換気が重要です。 

u カキなどの二枚貝等を調理するときは、中心部まで十分に加熱しましょう。（中心部が 85℃～90℃
で 90 秒以上の加熱が必要です。） 

学校保健安全法での取り扱い 

学校保健安全法では、出席停止について特に明確に定められた疾患ではありません。登園・登校は、

嘔吐・下痢がおさまるなど、患者さんの体調をもとに医師に相談して判断しましょう。 

 症状が消失した後も、しばらくは便の中にウイルスが排出される可能性があるため、回復後も手洗い

が大切です。  

【お問い合わせ先】横浜市健康福祉局健康安全課 TEL 045(671)2463  

横浜市衛生研究所 感染症・疫学情報課 TEL 045(370)9237 
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² 横浜市全体で感染性胃腸炎が定点※あたり7.09 と、報告が多くなってい
ます。保育園、幼稚園、小学校、高齢者施設での集団感染が報告され

ており注意が必要です。患者からはノロウイルスが検出されています。 

² 感染性胃腸炎は、ノロウイルスなどの感染が原因で、下痢、腹痛、吐
気、嘔吐などを主症状とする冬季に流行する疾患です。 

² 予防には手洗いや、便や吐物の適切な処理と次亜塩素酸ナトリウムを
用いた消毒、食品の十分な加熱が重要です。 

感染性胃腸炎の報告が例年より早く増加傾向にあります 

増加傾向です！ 
例年の11月下旬の報告数に相当 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/dl/poster25b.pdf
http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/hokenjo/genre/kansensyo/pdf/outo-syoudoku11.pdf

